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2024年 10月期 第２四半期決算説明会書き起こしおよび動画公開のお知らせ 

 

 

当社は、2024年６月 14日（金）に開催しましたアナリスト・機関投資家さま向け 2024

年 10月期 第２四半期決算説明会書き起こしおよび動画公開したことをお知らせいたしま

す。  

 

詳細につきましては、下記および添付の資料をご参照ください。  

 

2024年 10月期 第２四半期決算説明動画については下記をご確認ください。  

https://youtu.be/gEmM2do29ik 

※掲載した動画は予告なく変更・終了する場合がございます。予めご了承ください。 

 

 

2024年 10月期 第２四半期決算説明の書き起こしについては次頁以降をご確認ください。 

 

会 社 名 株 式 会 社 笑 美 面 面 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長  榎 並  将 志 

（コー ド番号： 9 2 3 7  東証グロース市場 ） 

問合せ先 取 締 役 C F O  西 田  明 美  

 （TEL. 06—6459-0777） 

https://youtu.be/gEmM2do29ik
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2024 年 6 月 14 日 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

1 
 

イベント概要 

 

[企業名]  株式会社笑美面 

 

[企業 ID]  9237 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2024 年 10 月期 第 2 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2024 年度 第 2 四半期 

 

[日程]   2024 年 6 月 14 日  

 

[ページ数]  26 

  

[時間]   18:00 – 18:35 

（合計：35 分、登壇：18 分、質疑応答：17 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

代表取締役社長  榎並 将志（以下、榎並）  



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

2 
 

登壇 

 

司会：大変長らくお待たせいたしました。ただ今より株式会社笑美面、2024 年 10 月期第 2 四半

期決算説明会を始めさせていただきます。 

本日は、2024 年 10 月期第 2 四半期決算概要を、代表取締役社長の榎並将志よりご説明いたしま

す。その後、質疑応答の時間をもうけております。Zoom ウェビナーからのご質問については、

Q&A 欄に質問内容をご記入ください。投稿されたご質問の中から、運営側で選択して回答いたし

ます。なお、ウェビナー登録時に入力されたお名前でご質問が投稿されますが、匿名での投稿も可

能です。なるべく多くの皆様からのご質問をお受けしたいと存じますので、ご質問はお一人様二つ

までとさせていただきます。 

それでは榎並社長、お願いいたします。 

榎並：ただ今より、2024 年 10 月期第 2 四半期決算報告を行います。改めまして、代表取締役社

長の榎並です。本日は、よろしくお願い申し上げます。 

アジェンダとしまして、サマリー、進行期の第 2 四半期の結果、通期進捗、その他のトピックの説

明を行います。こちらは用語集でございますので、飛ばさせていただきます。 
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サマリーからご説明差し上げます。まず背景にあります社会課題の再掲でございますが、継続し

て、介護に携わる社会課題は日本の大きな問題として残っております。最近では、ヤングケアラー

などの問題も一般化してまいりました。 

当社は引き続き、身体の介護はシニアホームなどの資源を活用し、家族が心の介護に専念できる環

境構築をお手伝いしてまいります。 

 

当社のサービスによって、SDGs の 5.4.の目標に貢献できていることが、社会的インパクトの計測

によって確認できております。 

また前述の、ビジネスケアラーの解消にも貢献できていることも確認できております。この計測に

より、当社メンバーは私たち、自分たちの仕事がどう世の中に役立っているのか実感することがで

きており、誇りを持って働くことができております。 
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介護家族には、具体的にはこのようなお声をいただいております。 

「気持ちにゆとりができるようになった」であったり、「外出や機能訓練の機会が増えて、ご本人

様が喜んでいただいている」であったり、「母が安心して生活ができている」と。「自分も仕事中

に介護のことで電話が不要にかかってこないので、不安が減った」ということであったり、「ホー

ムに入ってもそのおばちゃんらしい生活が送れている」ような、姪っ子さんのお言葉もいただいて

いると。このようなお声をいただいております。 
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では、業績ハイライトについてご説明差し上げます。 

開示済みの半期計画に対し、営業収益は堅調な推移となりました。一方、営業利益はやや超過して

おります。営業収益は前期比 85.8%と、大きな伸びを実現できました。各段階利益についても、集

中採用する前半でございましたので、採用費がかさむ状況の中だったのですが、しっかりと黒字化

を果たすことに成功しております。ただ、想定内の振れ幅であるため、通期計画に関しては現時点

では据え置きとさせていただきました。 
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事業のその他ハイライトでございますが、各項目についてこの後、説明申し上げます。 

 

では、2024 年 10 月期の第 2 クォーターの業績について、お話をさせていただきます。 
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繰り返しの説明になりますが、半期累計で前期比 85.8%の営業収益の向上ということで、また各段

階利益の黒字化を達成ということで、シニアライフサポート事業の採用、教育、成果というユニッ

トエコノミクスというかたちが、健全に推移していると捉えております。 

 

一方、リード KPI に関しては、異なる成長推移を示しておりますので、こちらは後ほどのページ

にて詳細説明を行います。 
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リード KPI の結果としてのスマイル数は、第 2 四半期の前期比は 48.1%と堅調な推移でございま

す。 

プラットフォームは、通期 KPI を既に達成済みでございますので、マネタイズを始めておりま

す。後ほどこちらもご説明差し上げようと思っております。 

 

前述しましたリード KPI の偏重要因の説明でございます。 

当社は人材の再現性を強みにしておりますが、新人コーディネーターが採用されますとオンボーデ

ィングを経て、デビューしていくわけなのですが。デビュー後のアクションとしまして、このペー

ジの波線のように、フェーズ毎にサイクルを繰り返していくイメージでございまして、どういうこ

とかとご説明いたします。 

MSW などの紹介パートナーへの訪問に工数をかけるフェーズがございます。これが一番営業、デ

ビューしてからのフェーズです。もちろん紹介がだんだん入り始めますので、そうなってくると訪

問はいったんさておき、お客様。ここでいうお客様はシニアホームをお探しのご本人様や、その家

族様です。しっかりとした紹介サービスを提供するために、私たちが重要視しています家族会議の

準備と計画、そして実行ということに工数をかけるフェーズ。これを繰り返すようなイメージで

す。 

そしてお客様に、家族会議を通じてサービス提供をしっかりと準備することによって、このお客

様、ご本人様やその家族様の高い満足度が得られますので、それをもって紹介パートナーの信頼を
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さらに構築し、リピートの紹介をいただくようなモデルが当社のモデルとなっておりますので、こ

のフェーズを繰り返すかたちでございます。 

また次に、紹介パートナーからリピートをいただけるような関係性が構築できて、また新しい紹介

パートナーとの関係を構築するために訪問を繰り返していくような、フェーズが繰り返し訪れるよ

うなイメージでございます。 

繰り返した結果、新規で訪問する工数がとれなくなったようなコーディネーターが、当社でいう高

グレードなコーディネーターでございます。コーディネーターとしての完成形でございます。 

本四半期は、前期末と今期の期初に集中採用した新人コーディネーターが多く、この家族会議の実

施フェーズに入ったことによる結果となりました。こちらが先行のリード KPI の、今期の結果の

説明となります。 

 

では、クォーター毎の営業利益率に関してです。 

当社は先ほど申し上げたコーディネーターを集中採用しますので、この採用費などのコストの発生

時期や、案件単価の大きいケアプライム事業のコンサルティング事業により、クォーター毎の利益

率の変動が大きいのですが、今四半期はこれらの要因がプラスと働きまして、17.7%の営業利益率

となりました。 
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今後もクォーター単位の営業利益率では、先ほどの要因での変動が大きくなる可能性がございま

す。 

 

前述いたしました、グレード毎の生産性の差という構造は変わっておらず、現在、社内では新人が

順調にグレードを上げている状況でございます。ここでいうグレード 7 であったり 8 が、先ほど説

明した完成形のコーディネーターのイメージでございます。 
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さて、トピックスでございます。 

まず本四半期のトピックスとして、当社のプラットフォームであるケアプライムコミュニティサイ

トの拡充がございました。シニアホームが集客に寄与する情報を取得できることと、集客の管理を

効率的、かつ安全に行えることで、今までケアプライムコミュニティは人気を博してきたのです

が、さらに踏み込んで、シニアホームの介護業務などの運営面にお役立ちする情報提供を、本四半

期でスタートいたしました。 

こちらは介護プロダクト、これは介護向けの商品やサービスを提供している各メーカーを募集し、

プロダクトの広告枠を設置いたしました。そしてメーカーに対しては、この広告枠での販促だけで

はなくて、多様な販促支援を提供しております。 

マネタイズとしては、広告枠提供はあくまで第 1 歩でございます。このプラットフォームという大

きな構想の第 1 歩目、2 歩目を踏み出したところでございますので、本プラットフォームの目的で

ございます、運営に役立つプロダクトの情報が共有されることで、そのプロダクトがさらに売れま

して、売れるからさらにプロダクトの R&D、研究開発が進みます。 

そしてさらに良いプロダクトになって、シニアホームに再導入されるようなサイクルをつくること

で、当社のこのケアプライム事業の事業部ビジョンであります、家族介護に安心感を提供している

シニアホームの増加を達成する事業でございます。1 歩目、2 歩目を踏み出したところでございま

す。 
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また、こちらも新設ページでございます。 

当社のプラットフォームの今後の構想でございますが、もともと当社は、ケアプライムコミュニテ

ィのプラットフォーム構想は、創業時より実は構想しておりまして、まず創業期考えていたのは、

やはりポジショニングが必要だと考えておりました。これはシニアホームの紹介サービスによって

培うことだと、戦略的に考えておりました。 

このシニアホーム紹介サービスで培った、シニアホームの意思決定者とのネットワークが存在する

ことによって、ポジショニング的にプラットフォーム事業が実現できていると捉えております。 

例えば、サービスを模倣しただけでは、実現、成立への確度は大変低いものだと捉えておりますの

で、当社は今後もこのポジショニングをうまく有効に使わせていただいて、関係性構築をもととし

たプラットフォームサービスを行っていくつもりです。 

将来的には、図のような領域でのサービス提供を各メーカーと協働して、提供することを構想して

おります。 

 

トピックス二つ目でございますが、新規エリアの出店でございます。 

当社は出店の基準として、定量定性を組み合わせた独自のスコアリングモデルに基づいて、判断し

ております。今期は名古屋オフィス、東京五反田オフィスについて拡充いたしました。ビジョンと

して掲げております、47 都道府県でのサービス提供に向け、邁進しております。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

13 
 

 

トピックス三つ目、これは社内での取り組みでございます。 

こういった取り組みを数多く行っております。今後もともに働くメンバーの安全と、尊厳が守られ

るような企業運営を行っていくと決めております。 

 

では、ここから通期進捗についてご説明差し上げます。 
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こちらのページは変更なく、通期計画はそのまま据え置きとなっております。通期で営業収益

61.6%の増加、営業利益で 63.2%の増加を目指しております。 

 

進捗は、前期の進捗状況に比べても順調に推移していると捉えております。 

これは前期比の進捗状況の比較でございますが、かつ前提条件として、前期よりより高い成長率を

目指していますので、今期は。それを踏まえると、組織の実力や外部環境も、より良い状態に移っ

ているといえるのではないかなと考えており、ここまでは成果としては満足できる成果が出ており

ます。ただ、計画はテールヘビーでございますので、今後も気を引き締めて経営を行っていこうと

考えております。 
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インパクト KPI の目標も記載のとおりで、変更はございません。 

 

インパクト KPI の進捗、こちらもおおむね順調でございます。 
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費用についてでございます。 

こちらも計画どおりの推移となっておりまして、期初に方針発表したとおり、人材関連投資を強化

しておりますが、計画どおり推移しているイメージでございます。 

 

そして、採用に関してです。 
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採用費用の発生するコーディネーター採用に関しては、今期分は計画どおりの採用を完了いたしま

した。そして、求人数に対しての応募数でございますが、これも 14 倍以上の応募をいただいてお

りますので、順調な採用活動が実施できております。 

 

今期の計画前提となりますが、おおむね計画の前提どおりに進めているところでございます。これ

は再掲ページでございます。 
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こちらは新設ページでございますが、成長戦略をより詳細にワーディングいたしました。 

左側は紹介パートナーさんとの連携、これをワーディング化しましたが、私たちのこれまでのノウ

ハウを生かした深いサービス提供と、考え、理念を生かした深いサービス提供。 

そしてこれまでの実績、そして新たに付与されたシニアホームマッチングを主業とする、唯一の上

場会社という信頼などを活用して、高齢者やその家族の問題解決を、紹介パートナーと連動して、

協働して行っていくサイクルが左側となっております。紹介パートナーが当社に何を求め、当社が

紹介パートナーに何を求めているのかのワーディングでございます。 

この右側のシニアホーム側、こちらも相互の情報を交換します。シニアホームの深い情報を取るの

は、大変重要なことでございますので、しっかりとシニアホームから情報提供いただけるような環

境、ポジショニングをとっております。 

そして当社から発信する情報によって、より競争力の高いシニアホーム運営を行っていただき、そ

の競争力の高い運営をされているシニアホームに、最適なお客様をどんどんご紹介していく。これ

は良い生活を送っていただけることを期待して、送客していると。それが競争力でございますの

で、そういった良いサイクルをつくっていくことで、社会に対しても、今後も正々堂々とした事業

を行っていくことを決めて、事業推進しております。 

 

こちらのページ自体は再掲ページでございます。 
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当社は中期経営計画、まだ未発表なのですが、先行してインパクト KPI の目標を出させていただ

いています。KPI 以外のほかの成長要因は、本資料ではなかなか見えにくいのですが、最低でもこ

のようなペースで、社会的かつ財務的インパクトを広げていくと目標を立てております。 

この後の資料は各種計数データなどになりますので、資料をご確認いただけましたら幸いでござい

ます。 

以上で、私からの半期決算発表を終えます。ご清聴いただき、ありがとうございました。
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質疑応答 

 

司会 [M]：榎並社長、ありがとうございました。それでは、これより質疑応答に移らせていただき

ます。榎並社長、お願いします。 

榎並 [M]：改めまして、質疑応答にお答えします。榎並です。よろしくお願いいたします。では、

現時点で四つほど質問をいただいていますので、お答えしていきます。質問を読み上げます。 

質問者 [Q]：今四半期に開始された、ケアプライムコミュニティにおける広告枠販売に関して。収

益インパクトの規模感と、収益本格化までの時間軸、タイミングにつき教えてください。 

売上水準は当社全体の 5%未満ぐらいにとどまるのか、それとも来期は 10%を超えるような規模に

なっていきそうなのか。今、広告枠に掲載されている企業の大まかな数や、特性と併せてお話しく

ださい。 

榎並 [A]：お答えいたしますが、まず掲載企業と、ほぼほぼ決まっている掲載予定の企業の総量

で、現在 30 社強と報告を受けております。 

決して強く売込み活動をしているわけではなく、広告枠の。過去に相談があった企業であったり、

IR などを見ていただいて問い合わせていただいた企業だったり、または企業間同士の口コミを結

構広げていただいておりまして、クライアントさんがクライアントさんを紹介していただくみたい

な流れも、結構あります。 

属性としては当然なんですけれども、シニアホームに商品やサービスを売りたい会社さんが掲載企

業として、クライアントとして載っております。ある程度偏りなく、さまざまなサービスや商品が

集まってきておるのですが、今までなかなか介護現場に導入されていなかった、例えば Wi-Fi のサ

ービスとかそういったものも含めて、まんべんなく結構集まってきています。最近でいうと介護保

険の報酬改定がありましたので、それに携わるようなプロダクトも多いです。 

収益化の規模感、タイミングをご説明差し上げますと、当社は本プラットフォームにて、マネタイ

ズの中心として広告枠が最適とは考えていません。今回、迅速性と効果検証を含めて、第 1 歩とし

て広告枠モデルからスタートしたんですけれども、これはマネタイズも含めて、より最適なかたち

を模索していきます。 

よって、今回スタートした広告枠に関していえば、短期的には限定的になりますけれども、決算説

明会、先ほどお話ししたとおり、このプラットフォームの可能性はすごく大きいと考えていますの
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で、マネタイズを含めて、戦略をより拡大基調で目指していこうと思っております。急拡大するよ

うなものではないと思っておりますが、今は効果検証しながら、じっくりじっくり伸ばしていくフ

ェーズだと考えております。以上、回答とさせていただきます。 

質問者 [Q]：これもプラットフォームです。今回、プラットフォーム構想が具体的に提示されまし

た。今後、実装予定のサービスが多数ありますが、どのような機能をどの時間軸で実装していくの

か。優先順位や、ある程度の時間軸の目安がある機能があれば、お話しください。併せて、機能拡

張にあたってポイントとなる要素や、強みがあればお話しください。 

榎並 [A]：こちらはサービス提供の種類や優先順位については、ある程度の想定はあるんですけれ

ども、実際の導入現場の反応を見て、さらに確信を深めたいなと思っているのが現状でございまし

て。その優先順位なんかを発表するのは、確信を深めてからお伝えしていきたいなと思っておりま

す。 

そもそも広告モデルで素早く展開したのも、その確信を深めるためでもありますので、どのような

プロダクトが最優先で取り組むべきなのか、どのようなメーカーさんと最優先で取り組むべきなの

かは、現場の反応を見ながらやっていきたいなと思っております。 

ポイントとなる要素とか強みなんですけれども、これも先ほどの決算説明の話とかぶるんですけれ

ども、このプラットフォーム自体が、すごくマーケットとしては大きいものだと考えていまして、

全シニアホームのプロダクト導入費が、TAM というかマーケットになるわけですので、かなり大

きいものだと捉えております。 

ただ、5 万棟以上のホームが対象になりますので、これは今はある程度、シニアホームマッチング

サービスはハイタッチでサービスを提供しているわけですけれども、このプラットフォーム事業に

関しては、最終的にはテックタッチでどこまでいけるかが、大きなポイントかなと思っておりま

す。 

ただ、テックタッチは最終的なかたちではあるんですけれども、そこまで到達する、まず参加して

いただくことに関しては、重複するんですけれども、最終的にテクノロジーにいくためには、まず

はアナログのネットワークが大変重要なマーケットというか相手ですので、シニアホームさんは。

やっぱりアナログのネットワークがあるからこそ提供していけるのが、当社のここでいう強み。強

固なアナログのネットワークを有していることが、当社の強みだと捉えております。 

以上、質問の回答とさせていただきます。これは新規開設の質問でいただいています。 
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質問者 [Q]：今回新たに 2 拠点が開設されました。開設後にしっかりと収益を稼ぎ始めるタイミン

グ、収益が黒字になり、利益貢献を開始し始めるタイミングはいつでしょうか。即立ち上がるの

か、3 カ月から 6 カ月程度時間を要するものなのか。全社収益への貢献開始タイミングを教えてく

ださい。 

榎並 [A]：これはもう少し、ご質問いただいた内容よりさらに長期的に見る必要があると考えてい

まして、数カ月は時間がかかりますし、少なくとも 6 カ月から 1 年ぐらいは様子見する必要がある

と考えております。 

新たなエリアは長期的な目線で大きく貢献してくれたらいいと考えていますので、利益貢献が本格

化するのは、早くても来期中盤以降だと捉えております。名古屋に関してです。 

以上、回答とさせていただきます。 

質問者 [Q]：最後、シニアライフサポート収入をスマイル数で割り込んだ単価が、30 万 8,000 円

と、確認できる限り過去最高となっております。単価上昇の背景につき、その持続性を教えてくだ

さい。 

榎並 [A]：単価は純粋、かつ健全な向上だと捉えておりまして、お客様へのマッチングの中立性

は、当社はしっかり堅持していますが、シニアホームへの送客の総量が増えていますので、各地域

にて、当社の集客力にさらなる期待をいただけるシニアホーム運営会社が増えております。 

それによって、シニアホーム運営会社と当社の提携条件が改善しております、現場で。どんどん、

どんどん。この流れは不可逆的だと捉えております、過去の実績から見ても。実際の現場での提携

条件のまき直しでございますが、当社にとって改善は多々起こしていますし、起きているんですけ

れども、解約のケース、当社にとってですね、というのはほぼ今まで経験してきていないので、こ

れは不可逆的な流れだと考えております。 

クォーターベースぐらいだと波はあるぐらいのレベルだと思います、まだ。クォーターベースの単

価で見ると、多少波が出ることはあるかもしれませんけれども、本当に改善は不可逆的な流れだと

捉えておりまして。 

上限はどこなんだという話もよくいわれるんですけれども、上限はシニアホームが空室により被る

機会損失になりますので、まだ余白はあると捉えているのが、当社の見解でございます。 

以上、回答とさせていただきます。もう一つ質問いただきました、追加で。読み上げます。 
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質問者 [Q]：初めて参加するので、基本的なことを教えてください。貴社の支援サービスを利用す

る消費者は、流入の獲得コストはいくらぐらいなのでしょうか。営業が病院を訪問してだと思いま

すが、営業コストとはどのように見合うのでしょうか。 

取引のあるシニアホーム施設が多いと思いますが、その中でも紹介するホームはある程度、集中し

てくるものなのでしょうか。家族ごとにニーズは違うとは思いますが、パターンはある程度集約さ

れてくるものと思います。 

榎並 [A]：一つ目は質問いただいているとおり、広告などを打って獲得しているわけではないの

で、おっしゃるとおり営業の訪問コストになります。先ほど少し申し上げましたが、私たち結構、

営業 1 人当たりのユニットエコノミクスみたいなもので捉えています。それがしっかり合うように

なってきた、これは外部環境の単価の背景であったり、当社の育成基準が合うようになってきたこ

とで上場前、数年前から拡大志向に入って、スタートしている状況でございます。 

この流れはさらに改善しておりますので、お客様のマター、1 人当たりの獲得コストは、KPI1 が

病院からのマター数、紹介数、相談数ということで全体像ではないので、全体像は今、ほかの質問

に答えさせてもらっていますが、大体病院からの流入が 7 割ぐらいになっていますので、割り戻し

てもらったら全体の相談数、リードの獲得になりますので。それを人件費で割ったところがコスト

になっています。 

数字は明確にはお答えできないのですが、ユニットエコノミクスで見ていますので、ユニットエコ

ノミクスが、新人がグレードが上がることによって合うと、損益分岐点が合うと。そしてグレード

7 から 8 にかけて、どんどん、どんどん粗利が増えていくような収益構造となっております。一つ

目の回答に関しては、以上とさせていただきます。 

二つ目、シニアホームへの紹介がかぶるのではないか、偏るのではないかというご質問をいただき

ました。こちらは一定、ご質問のとおりの理解でございます。これは当社が意図的に偏らせている

という話ではなくて。おっしゃるとおり、やっぱりホームの競争力はレベル感がありますので、当

社が提携しているホームの何割かというかたちに、紹介が偏ることになります。 

これは本当にお客様とのベストマッチングを求めた結果、偏っていることが確認できていまして、

この偏り具合なんかは結構、社内でも見ておりまして。公表はしておりませんが、どれくらい偏っ

ているか、健全なのかはすごく見ております。 
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異常な偏りをしているのは見受けられなく、新規のホームが開設して、そこの競争力がすごく高か

ったから一時的に偏っていますということは、よく見られますが。やはり大体、当社内でも人気の

ホームはありまして、一定の偏りはありますが、これは自然な偏りだと捉えております。 

ご質問ありがとうございます。では、以上でいただきましたご質問に全て回答いたしましたので、

本日の Q&A は以上とさせていただきます。ありがとうございました。 

司会：定刻前ではありますが、以上で株式会社笑美面、2024 年 10 月期第 2 四半期決算説明会を

終了します。ご視聴いただき、誠にありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す  
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